
上旬 いなかのごっつおまつり（朝日みどりの里）
1 日 お神楽（桧原）
３日 第五十一回朝日駅伝大会
７日 お神楽（川端）

20 日 イルミネーション点灯（～来年３月）（猿沢）
下旬 農林漁業祭（宮ノ下）
23 日 ＪＡ大漁「鮭の市」（朝日みどりの里）
28 日 おゆうぎ会（保育園）

 ２日 チャレンジハイキング（小学校）
 ５日 新潟県森林研究所一般公開（新潟県森林研究所）
 ９日 小学校マラソン大会（小学校）
13 日 猿沢地域一斉クリーン作戦
 うのとろ元気まつり（鵜渡路）
 収穫祭（川端）
 寺尾の秋まつり（寺尾）

18 日 杉の子展覧会（～ 19 日）（小学校）
19 日 創立百四十周年記念式典（小学校）
20 日 そばづくり体験（刈取り）

23 日 虚空蔵様祭礼（～ 24 日）（猿沢）
24 日 祖父母の集い（保育園）
25 日 お神楽（上野）
27 日 収穫祭（下中島）
 秋祭り（猿沢）
 農産物直売所 感謝祭（朝日みどりの里）

19 日 朝日地区親善陸上大会（小学５・６年生）
25 日 保育園運動会（保育園）
29 日 あさひ商工まつり（朝日みどりの里）
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豊かな環境を守り、みんなの生きがいを生み出す活力ある地域を創る

猿沢地域まちづくり協議会
〒958-0251　新潟県村上市岩沢5611番地
（村上市朝日支所 地域振興課内）

MAIL　as.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp

発行元・お問い合わせ

　

私
共
の
先
人
は
い
ち
早
く
「
教
育
の

重
要
性
」
に
目
覚
め
、
小
学
校
の
先
生

に
下
宿
し
て
も
ら
い
、
夜
学
校
と
い
う

建
物
ま
で
建
て
て
「
夜
学
」
を
始
め
た

と
い
う
。
そ
の
結
果
、
郡
下
で
も
稀
な

先
進
地
と
し
て
時
の
地
方
教
育
行
政
官

が
視
察
に
来
ら
れ
、
後
日
、
集
落
の
青

年
会
長
宛
に
「
歓
楽
郷
」
と
題
し
た
達

筆
の
文
章
を
送
っ
て
来
た
と
い
う
。
そ

れ
を
表
具
し
た
「
扁
額
」
な
の
で
あ
る
。

　

醇
風
美
俗
の
村
柄
を
讃
え
た
名
文
で

あ
り
、「
大
正
初
正
」
と
記
し
て
あ
る
か

ら
、
も
う
百
年
以
上
も
集
落
の
宝
と
し

て
、
現
在
の
集
落
セ
ン
タ
ー
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

尚
、
床
の
間
に
は
「
郷
人
詠
む
」
の

後
書
が
あ
る
。『
鷹
取
の 

山
ふ
と
こ
ろ

に 

水
清
く 

歓
楽
郷
の 

い
わ
れ
ゆ
か
し

も
』
と
い
う
歌
軸
が
掛
か
っ
て
い
る
が
、

不
肖
筆
者
も
加
わ
っ
て
「
あ
あ
で
も
な

い
、
こ
う
で
も
な
い
」
と
苦
吟
し
た
。

他
集
落
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
書
が
飾
ら
れ

て
い
る
が
、
よ
り
大
地
に
根
ざ
し
て
い

る
感
じ
と
自
負
し
て
い
る
。（
佐
藤
日
出
郎
）

　お盆休みに小中学校の同級会が行われた。昭和
40 年猿沢小学校入学の世代である。◆家族・健康・
仕事のことと話は尽きなかったが、やはり学校での思
い出話が一番盛り上がった。何故だか昔の友との語
らいは心が和む。◆年齢も５０代半ばとなったが、有難いことに６１名全
員が存命している。次の機会には、今回参加できなかった級友にも是
非会いたいものだ。（寺尾　板垣淳一）

4p

tel.0254-72-6880　fax.0254-72-0328

【
寺
　
尾
】

■発　行

■事務局

■連絡先

秋の

あとがき

歓
楽
郷

みなさまからの「声」を募集しております。
　「猿沢地域まちづくり協議会」では皆さんの意見
をまちづくりに反映させていければと考えています。
そこで、やってもらいたいイベント等がありましたらぜ
ひ下記までご連絡下さい。よろしくお願いします。

お
ら
だ
り
や

ね
ら
だ
り
の

5
各
集
落
の
お
宝
に

ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
コ
ー
ナ
ー

集

集

集

集

集

集

集

集

集

集

集

集

まちづくり協議会のイベント集落行事 子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

保育園・小学校行事http://www.city.murakami.lg.jp/machizukuri/sarusawa/kyogikai.jsp
■HPでも活動の様子を公開しております

2013.9.15 発行

9月

８日 「昔ながらの」料理講習会（そば打ち）
12 日 ごっこ遊び（保育園）12月

10月

11月

ま

ま

ま

ま

猿
沢
地
区
敬
老
会
を
開
催

　

６
月
９
日
猿
沢
小
学
校
の
体
育
館
に
お
い
て
、
猿
沢
地
区
公
民
館

協
議
会
主
催
に
よ
る
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
１
６
９
名
の
お
年
寄
り
が
出
席
し
、
敬
老
者
を
代
表
し
て

川
端
の
佐
藤
右
一
郎
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
生
の
長
持
唄
に
の
り
花
嫁
行
列
も
行
わ
れ
、
昔
を

思
い
出
し
て
か
、
皆
さ
ん
は
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
い
梅
雨
に
悩
ま
さ
れ
た
７
月
、
暑
い
日
が
続
い
た
と
思
え
ば
、
バ
ケ

ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
雨
が
降
っ
た
８
月
。
全
国
的
に
も
異
常
気

象
に
見
舞
わ
れ
た
「
こ
の
夏
」
で
し
た
が
、
猿
沢
地
域
で
は
た
く
さ
ん

の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
猿
沢
の
夏
２
０
１

３
」
を
テ
ー
マ
に
、猿
沢
地
域
の
「
元
気
な
夏
」
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

猿
沢
地
域

夏
の
振
り
返
り
特
集
号

ph

小
田
　
ミ
サ
ヲ
さ
ん
（
98
才
）〈
猿
　
沢
〉 

志
田
　
卯
一
さ
ん
（
98
才
）〈
鵜
渡
路
〉

小
田
　
タ
カ
さ
ん
（
95
才
）〈
川
　
端
〉 

大
滝
　
カ
ネ
さ
ん
（
95
才
）〈
宮
ノ
下
〉

太
田
　
キ
ク
さ
ん
（
95
才
）〈
桧
　
原
〉 

大
滝
　
ツ
ル
ノ
さ
ん
（
94
才
）〈
鵜
渡
路
〉

菅
井
　
定
春
さ
ん
（
94
才
）〈
猿
　
沢
〉 

ご
長
寿 

ベ
ス
ト
７

７
月
23
日
は

お楽しみ行事

年
齢
は
平
成
25
年
９
月
１
日

現
在
の
も
の
で
す

もくじ

Lead&Go!

村上市猿沢地域まちづくり通信

◎2013 猿沢の夏　　　　　　  １Ｐ～３Ｐ
◎おらだりやねらだりの宝もの ４Ｐ
◎猿沢地区敬老会を開催 ４Ｐ
◎秋のお楽しみ行事 ４Ｐ
◎あとがき  ４Ｐ

vol

　

毎
年
７
月
23
日
は
、
お

地
蔵
様
の
日
で
す
。
お
地

蔵
様
は
子
供
の
守
り
神
と

し
て
深
く
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。宮
ノ
下
で
は
、昔
は
、

お
地
蔵
様
の
日
に
合
わ
せ

て
、
子
供
た
ち
だ
け
（
小

学
生
と
中
学
生
）
で
お
地

蔵
様
の
掃
除
や
飾
り
付
け
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
少
子
化
に
伴
い
、

小
学
生
と
そ
の
親
が
一
緒
に
な
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
並
べ
た
お
地
蔵
様
の

後
ろ
に
子
ど
も
た
ち
も
座
り
、
供
え

ら
れ
た
団
子
を
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
が
、
他
の
所
は
ど
う
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
？

　

こ
う
い
っ
た
地
域
ご

と
の
お
地
蔵
様
の
風
習

を
な
ん
と
か
残
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

（
宮
ノ
下　

石
田
光
和
）

お
地
蔵
様
の
日

宮ノ下の
お地蔵様

上野の
お地蔵様

寺尾の
お地蔵様鵜

渡
路
の
お
地
蔵
様

下中島の
お地蔵様

川端の
お地蔵様

猿沢のお地蔵様

桧
原
の
お
地
蔵
様

板
屋
越
の
お
地
蔵
様

8 月 4日に行われたそばづく
り体験種まき編の様子です。
10月 20日には
収穫体験が行われます。
皆さんも参加しませんか？

か
ん
ら
く
き
ょ
う



　

今
年
で
２
回
目
を
迎

え
る
「
猿
沢
地
域
盆
お

ど
り
大
会
」
は
交
流
事

業
部
会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
企
画
運
営
・

ス
タ
ッ
フ
会
議
を
開
催
し
、
地
域
の
皆
様
か
ら

の
人
的
支
援
を
お
願
い
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。「
猿
沢
集
落
、各
集
落
公
民
館
、担
当
部
会
」

の
皆
様
方
に
は
、
や
ぐ
ら
設
置
、
会
場
及
び
模

擬
店
の
準
備
等
で
多
大
な
る
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
住
民
の
皆
様
は
じ
め
、
お
盆
に
帰

省
さ
れ
た
方
々
な
ど
大
勢
の
参
加
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
猿
沢
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
交

流
事
業
部
会
）
で
も
、
会
議
等
を
重
ね
て
地
域

住
民
が
一
体
と
な
り
、
こ
の
（
盆
お
ど
り
大
会
）

の
火
を
絶
や
さ
ず
、
一
層
の
地
域
交
流
を
深
め

て
、
来
年
度
以
降
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　宮ノ下のシンボルは、何と言っても「戦の神様」と言われる雲上佐市郎公
を祭神とする「一宮河内神社」です。参道入り口には、三条市出身の陸軍大将、

鈴木壮六の書による大きな石碑があります。社殿は拝
殿と本殿に分かれ、後方には別棟で奥ノ院があります。
拝殿の天井は無数の色彩豊かな絵馬で埋め尽くされ、
本殿には砲弾が飾られているほか、ＮＨＫ大河ドラマ
「八重の桜」にも登場する陸軍大将、大山巌による「一
宮河内神社」の書があります。戦時中は多くの人が
参拝に訪れたそうで
す。

　宮ノ下の墓地は、近畿地方に多く存在する
両墓制であり、それぞれマキ（同じ名字）ご
とに板塔婆を置く「オハカ」と、各家ごとに

埋葬（現在は納
骨）する「ミハ
カ」に分かれて
います。お墓参
りでは、まず「オ
ハカ」をお参り
してから「ミハカ」へ向かう風習があります。
（大滝正司）

　朝日平野をゆったりと蛇行する三面川。そ
して、鷲ケ巣山１０９３ｍの背後には、左に
朝日連峰、右には飯豊連峰が連なっ
ています。それは下中島集落セン
ター前の高台からの眺望です。山々
の名前と標高が記されたパノラマ
写真付き資料を手にして、約３０名
が雄大な風景を眺めるところから
ウォーキングがスタートしました。
　下中島集落の貴重なお宝の一つ
は、山紫水明の地を一望できる、その「眺め」
であることに間違いありません。
　十二所神社からは、江戸幕府が「キリシ
タン」「火付」「徒党」を禁ずるために発令
した３種類の「高札」が発見されています。

ほかの県や市町
村では文化財に
指定されている貴
重なものでした。
（渡辺正夫）

　８月４日、桧原公
民館の主催で「お盆
の馬づくり」を実施し
ました。
　桧原集落では、昔からお盆が近づくと、
ワラで馬を作る風習があり、お盆が過ぎると
川に流すのですが、近年はその光景も見ら
れなくなっています。講師を探したところ、
年配の方でも作れる人は少ないことがわか
りました。昔なつかしい「お盆の馬づくり」
を伝承するために、約１０人の有志が集まり
ました。
　参加者は、頭、前足が出来てくると、夢
中になって馬づくりを楽しんでいました。
（太田與平）

　８月４日、晴れ渡る青空の下、ま
ほろば温泉の裏手にある畑で「そ
ばづくり体験」を開催し、地域内
外から約５０人が参加しました。
　最初の作業は「そばの種まき」
です。種をまいて、熊手を使って軽
く土をかぶせます。畑にムラが出な
いよう均等に種を分け、それぞれ
グループに分かれて作業を行いまし
た。スタッフも含め参加者のほとん
どが初めての体験でしたが、見よう
見まねでも何とかなるものですね。
子供たちの真剣な眼差しと、元気
で明るい大きな声がとても印象的で
した。
　種まきが一段落すると、子どもた

宮ノ下・下中島ウォーキングでお宝再発見！

みんなのそば畑（種まき）お盆の馬づくり

猿沢地域まちづくり協議会の夏の
一大イベント「盆おどり大会」が
8 月 16 日に、多目的ドーム内で
行われました。当日は 500 人ほ
どの参加者が来場し、大いに盛り
上がりました。

﹁
盆
お
ど
り
大
会
﹂
に
思
う

猿沢地域盆おどり大会猿沢地域盆おどり大会

▲▶金魚すくいや水ヨーヨー釣りな
どいくつかの模擬店が出店しました。

最後の大抽選会では大いに盛り上がりました

今年140周年の猿沢小学校
記念事業の寄付金をPTAの
人たちが集めていました。

杏園の方たちも来てくれました

ご家族で参加してくれた皆さん

演奏で盛り上げてくれた
猿沢と桧原の人たち

今年も
開催!　昨年の寺尾集落に引き続き２回目となる「猿沢地域資源調査事

業」には、地元集落の方々とまちづくり協議会のメンバーを中心
に約30名が参加しました。午前中はウォーキング（現地調査）で
汗を流し、昼食交流会でお腹いっぱい、午後からはワークショッ
プ形式による集落マップづくりを行いました。

　昨年の寺尾集落に引き続き２回目となる「猿沢地域資源調査事
業」には、地元集落の方々とまちづくり協議会のメンバーを中心
に約30名が参加しました。午前中はウォーキング（現地調査）で
汗を流し、昼食交流会でお腹いっぱい、午後からはワークショッ
プ形式による集落マップづくりを行いました。

下中島のお宝 宮ノ下のお宝

ちをが中心になって、畑に立てる「看
板づくり」に取り掛かりました。交
代で文字を書き、絶妙なバランスで、
とてもかわいい看板が出来上がりま
した。昼食交流会には豚汁、漬物、
かき氷やスイカなどがふるまわれ、
美味しくて楽しい、笑顔でいっぱい
の時間を過ごしました。
　この「そばづくり体験」は、今
回の「種まき」に始まり、「刈取り
→そば打ち」と続きます。今後の
体験を通じて、農業と農地への関
心と、住民同士の交流を深めてい
ただき、地域活性化につなげてい
けたらと思います。（松田利彦）

　桧原の盆踊りは、一時中断していた時期もあり
ましたが、平成21年から隔年で開催しています。太
鼓は小学生が担当しており、本当に頼もしく感じて
います。
　今年は8月14日に「カラオケ大会と地元出身歌
手「朝日奈ゆうミニコンサート」と併せて開催し、と
ても賑やかなお盆の夜でした。（太田勝弘）

集落ごとでも行いました

桧原集落

板屋越集落

　猿沢集落で
は、８月14日に
盆踊りを開催い
たしました。猿
沢の盆踊りは
唄、笛、太鼓を成
人男性が行うの
で、力強く勇ましいお囃子です。当日は天候もよ
く、150人余りの参加者があり、ここ数年にない大
盛況でした。（鈴木信義）

猿沢集落

　板屋越では、８月15日に盆踊りを開催しまし
た。約20年前までは、15日と18日の２回行ってい
ました。15日は奉納相撲の力士が「まわし姿」で踊
ったり、18日は仮装盆踊りがメインでした。とても
にぎやかでしたが、近年は踊る人も少なくさみし
い気がします。（増子隆善）

交
流
事
業
部
会

大
滝
信
市
（
宮
ノ
下
）

歴史環境部会

桧原公民館

産業開発部会
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